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 最後に、ASE 開発とその後の長期観測を継続する上で、大きな励みとなった出来事を紹

介したい。初めて旅客機観測計画について国際会議で報告したのは、1992 年 1 月 5 日～10

日にかけて米国カリフォルニアの Huntington Beach で開催された CH4の国際会議であった。

ちょうど、最初の開発の山場となる 1992 年 1 月 29 日の試験飛行が直前に迫った時期であ

った。この会議は当時の大気化学の一線の科学者が一同に会した会合で、その後ノーベル

化学賞(1995 年)を受賞した 2 人の科学者（F.S. Rowland と P.J. Crutzen）も参加してい

た。この時発表した我々の観測計画に対して、カリフォルニア大学アーバイン校の Ralph 

J. Cicerone 教授から高い評価と開発成功を期待する暖かい励ましを受けた。その際、CH4
の濃度だけではなく、その同位体比の測定にも挑戦すべきとの熱意のこもった助言を頂い

た。当時、同位体を測定するためには大量の空気試料が必要で、設計していた ASE では十

分な量の空気試料が得られないことを言い訳がましく説明した。この時の出来事はずっと

気になっていたが、その後の分析技術の進歩によって、少量の空気でも CH4 同位体比の測

定ができるようになった。そして、ASE で採取した上空大気の CH4同位体比が東北大学の高

精度測定装置によって初めて実測され、論文として発表することができた（Umezawa et 

al., 2012）。教授の先見の明の通り、大変興味深い結果が得られた。実に、20年の長き時

を経て、Cicerone 教授の助言に応えることができた。しかし、この観測結果を直接お伝え

する機会はなく、2016 年に教授の訃報を知らせる追悼の記事がネイチャー誌とサイエンス

誌に掲載された（Molina and Janda, 2016; Holdren and McNutt, 2016）。ご冥福をお祈り

する。  


